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武蔵寺縁起

･X･紙本署色　　画面　61.1cmx139.0cm

第四幅

縁起とは､社寺の起こりや沿革､
れいげん

霊験などの言い伝え､あるいはこれ

を書き記したものをいいます｡奈良

時代後期から寺院の増加につれて縁

起もふえ､平安時代後期からは絵巻

物化されていきました｡これが縁起

絵図とよばれるものです｡室町時代

以降､社寺の経済的な基盤が失われ

はじめると､民衆から寄進を求める

宣伝手段として縁起や縁起絵図は重

要な役割を果たすようになっていき

ました｡

全5幅からなる武蔵寺縁起絵図は､

江戸時代中期(18世紀)に描かれた

とされています｡
じょうおう

また､江戸時代中期以前に定鷹

という武蔵寺の僧侶によって書かれ
ちん　か　ざん.よ　ぞう　じ　ゃく　し　にょ　らいえん　ぎ

た｢椿花山武蔵寺薬師如来縁起｣が

明治期の写本としてあり､縁起絵図

とともに武蔵寺伝説を伝えるものと

して貴重です｡

①天武方(右)と大友方の戦い｡
ちモん

②大友方の勇将智尊のため天武方が敗北する｡

( 『日本書紀』や武蔵寺縁起では記述が異

なる)

③近江瀬田橋の戦い｡右が天武方､左が大友

方｡
古ひち

(参天武方の鋤的(組鈎) ､瀬田橋のほとりで

智等を斬る｡ (このことはF日本書紀』に

は見えない)



l　　　　　　椿花山武蔵寺縁起(写)

以下は武蔵寺縁起絵図第4幅にあたる箇所を抄訳したものです｡　　　　　　　　　　　　　▼縁起(写)の一部
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川じんしん

天智天皇が亡くなられた翌年の壬申の大乱
とらまろおおとものお

で､虎麿は天武天皇に従い､対立する大友皇
うL:さんらん

子の軍勢と戦った｡その際､虎麿は金欄の笠
にしき　　　　のぼり(2)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13)

印と錦の大職､馬印を建てて美しい衣服を
むらくにのおよりt47おおとものふけい仰

天に輝かせ､村国男依･大伴吹負らとともに､
おうみさ

大友軍が陣取る近江-と向かった｡男依･組
ひ与(6)おさなが17)

的･息長たちは大友の軍将たちを数多く討ち

取り､大友皇子は自ら群臣を率いて橋の西に
かねつづみ

陣を敷いた｡互いに鐘や鼓を打ち鳴らし数万

の兵や軍馬が叫びわめく様は打寄せる大波

に似て､まるで山が崩れ海水が沸きあがるよ

うである｡両軍とも武器をふるい力の限り

戦ったが､ついに大友軍は敗れた｡しかし､
ちモん(8)ゆうかん

大友軍の大将である智等はさすがに勇敢な武

人であった｡この敗戦にこらえきれず一人で
たちしし

大太刀をかざし､獅子が暴れるような勢いで

天武軍に向かっていった｡さすがの天武軍も

少々動揺しはじめたのをみて､智等はいよい

よ勢いに乗って猛々しくなり､形勢は一瞬逆

転するかに見えたほどである｡しかし､味方

は勇猛な数万の虎のような兵士たちであり､

とりわけ虎麿の作戦が不思議な力をもって天

巣をあげた｡虎麿の頭上にはいっも紫雲がた

なびき､その上には十二神将が現れて夜昼と

なく虎麿を守ったのである｡天武天皇の時代

はたいへん不思議なできごとが多く､虎麿は
ようかい

この天皇に什かえていることから､妖怪に出

会うこともたびたびであったろうが､災害が

身にぶりかかることはなかった.

E3ZIl

註. (1)天武天皇はこの時点ではまだ即位しておらず､大
あ*のJlうじ

海人皇子とすべきであるが､武蔵寺縁起(以下､

縁起と略)原文のままとした｡

(2) 『古事記』の序には天武天皇の功績をのべて

｢締放輝兵｣とあり､赤い故を用いたらしい｡

(3) F日本書紀』 (以下｢書紀｣と略)天武元年7

月2日条には近江方と区別するために赤色を衣の

上に着けたとある｡
かがみ

(4)美濃国各務郡(岐阜県)の妻族で､近江方面の

戦闘で主将として活躍した｡天武5年(676) 7
じんしん

月没｡壬中の功績によって外′ト紫位を追贈された｡
ふけい

(5) ｢書紀｣によると､吹負は天武元年6月29日に

大和方面の戦闘の将軍に任命され､ 7月4日､近
JlおののI411たやす　　IL　もやt

江方の将軍大野君果安と乃楽山での戦いのすえ､

敗走したことになっている｡
ちいさこ･<のtTらL;古ひち

(6) /ト子都連組鈎のこと｡天武元年6月27日､ 2万

武軍の兵たちを勇気づけた｡双方の兵は再び　/

旗をひるがえし戦った｡矢が飛びかう様は､
いち

まるで雨が降るかのようである｡天武軍は一
す

途に死を決して戦ったので､智尊をはじめ大

友軍はひとり残らず戦死し､大友皇子は行く

あてもなく自害された｡このような危険な状

況のなかでも虎麿は無事に､しかも抜群の戦
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人の兵を率いて天武のもとへ参じた｡ 8月25日､

山にかくれて自害｡

(7)縁起では人名として記されているが､地名の誤
tFらくにのttらしJlより　　　　　おきfLbf　　よこかわ

り｡ ｢書紀｣には相国達男依らが息長の横河で

近江軍と戦い､破ったことがみえる｡滋賀県坂田

郡米原町醍井付近に比定される｡

(8)近江方の将｡ ｢書紀｣天武元年7月13日条の他

には見えない｡
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